
金
滞
古
践
芯
巻
十
九

も
勝
れ
、
殊
K
能
く
保
存
し
て
央
L
R
E
凌
ぎ
.
用
車
年
の
産
出
ま
で
も

共
の
風
味
抑
制
せ
歩
。
路
村
に
も
多
分
地
資
煎
町
の
叩
岡
を
取
り
ゆ
き
培

養
な
し
た
り
。
故
陀
そ
の
初
め
は
地
質
煎
町
の
藤
勝
芋
と
て
、
共
の

代
償
も
他
村
の
産
と
は
高
直
友
り
し
か
ど
.
今
は
荷
村
に
も
工
夫
を

凝
し
能
〈
産
出
し
て
、
選
H

加
を
も
保
存
す
る
事
と
は
成
り
た
り
。
抑
e

此
の
蒋
若
は
.
越
中
図
人
宮
永

E
巡
の
私
家
操
業
談
に
云
ム
。
元
総

の
末
琉
球
よ
り
藤
康
州
へ
饗
姦
の
置
を
仰
へ
け
る
よ
り
初

p
.
普
く

民
ま
る
故
陀
‘
之
を
琉
球
苧
と
も
麓
摩
芋
或
は
甘
い
も
な
ど
L

い
へ

り
。
或
癌
仰
の
臼
く
‘
蒋
箸
・
甘
絡
の
二
組
は
も
と
駿
図
の
箆
に
し

て
、
海
中
の
人
ζ

れ
を
食
へ
ば
命
な
が
し
と
、
貝
原
先
生
も
い
へ
り
。

然
れ
ど
も
怨
閣
は
、
天
候
よ
り
人
物
・
禽
昨
枯
草
木
ま
で
、
皆
既
固
に

蝿

E
宇
る
事
明
か
な
れ
ば
、
袋
図
の
人
是
主
食
へ
ば
、
怒
有
り
て
共
の

性
を
鋭
り
、底
z
好
位
絡
の
病

E
踊
躍
す
と
い
へ
り
。
門
起
を
と
込
る
み
る

陀
‘
予
が
近
郷
K
τ
‘
脊
若
甘
絡
を
舟
ん
で
食
ふ
人
数
十
人
、
は
か

ら
ざ
る
忙
斤
植
を
病
み
て
死
す
。
後
人
多
く
食
ひ
て
身
を
あ
や
ま
っ

べ
か
ら
宇
。
と
あ
り
。
但
し
今
は
惑
閣
の
産
と
成
り
、
そ
の
管
な
し

と
い
へ
り
。

O
筒

来

往

還

州
四
来
陀
止
由
畑
仕
り
、
段
々
金
制
聞
の
方
へ
罷
出
候
ゆ
ゑ
、
}
紅
必
の
在
家

に
止
宿
仕
候
。
朝
は
六
つ
時
よ
り
罷
出
・
脆
は
七
つ
キ
時
間
出
ま
で
笥
v

ム
寸
?
"怯
ι
d

仕
候
皆
巾
上
候
へ
ば
、
笠
食
は
如
何
仕
候
哉
と
の
御
帯
也
。
奥
右
街

門
は
緋
前
震
ν
持
被
ν
下
候
。
私
俄
は
焼
飯
被
ν
下
相
勤
候
よ
し
巾
上
け

る
底
、
奥
左
衛
門
は
緋
訟
を
保
廻
可
ν
巾
'と
は
不
v
巾
哉
と
御
靖
也
。

成
程
左
桜
花
申
間
候
得
ど
も
・
数
日
の
事
た
る
故
、
竪
〈
相
断
不
ν
被
ν

下
旨
巾
上
候
底
・
た
は
け
た
る
事
也
。
此
部
付
の
判
形
ち
い
さ
き
都

に
候
へ
ど
も
、
nxは
い
た
く
も
か
ゆ
く
も
艇
「
之
都
ゆ
ゑ
・
共
分
陀
て

も
よ
し
。
曲
川
常
食
は
ぬ
は
第
一
一
制
怠
る
背
中
。
小
策
成
見
也
。
玄
蒋
方

よ
り
内
股
を
以
て
・
興
ま
街
門

へ
中
治
候
へ
と
の
御
意
也
。
印
ち
祐

悶
玄
審
よ
り
御
意
の
趣
申
治
候
へ
ば
・
奥
左
衛
門
も
・
さ
れ
ば
先
建

て
よ
り
左
や
う
に
申
入
候
庭
、
迷
惑
さ
せ
巾
と
て
立
腹
し
・
夫
よ
り

拙間
前
を
ば
被
au
制
剤
"
被
v
下
候
よ
し
、
亡
父
潮
兵
衛
附
巾
。
と
あ
り
。

按
宇
る
に‘

堀
興
庁
街
門
は
掘
秀
治
の
孫
也
。
二
代
奥
左
術
門
寛
文

年
陀
株
主
僻
し
、
弟
二
人
を
召
具
し
退
去
す
と
・
官
一
点
見
聞
州
却
に

見
ゆ
。
山
本
初
兵
衛
は
山
本
久
助
の
次
男
氏
て
、
初
め
能
州
の
小
代
官

を
勤
め
、
後
金
将
へ
召
寄
せ
ら
れ
、新
知
僅
か
に
賜
は
り
・
組
外
の
士

列
陀
加
へ
ら
れ
た
り
。
故
花
道
だ
小
身
な
り
し
か
ど
‘
人
持
組
の
大

金
海

古

E
志
港
十
九

" t 

、
直、'J' 

此
の
往
還
は
、
醤
草川
中
は
上
使
街
道
と
唱
へ

、
幕
府
巡
見
伎
の
通
行

用
地
に
て
、
上
口
能
美
郡
小
松
よ
り
、
図
府
の
蕊
地
怠
る
図
府
村
・
俳
阪

注
ど
の
地
を
経
て
、
三
坂
越
と
て
府
峠
を
越
え
・
別
官
・
吉
野
吉
岡

な
ど
の
地
主
経
て
、
鶴
来
へ
出
る
。
此
の
道
路
は
い
に
し
へ
の
官
道

な
り
。
放
に
巡
見
使
も
此
の
役
遣
を
ば
通
行
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る

K
.
文
明
十
八
年
の
悶
悶
雑
紀
K
も
.
加
賀
園
江
加
郡
橘
よ
り
敷
地

忌
波
・
動
橋
を
経
て
、
能
美
郡
小
松
の
濯
な
る
本
折
へ
出
で
、帥
脚原

吉
野
士
宙
開
を
経
て

.
的
来
へ
山闘
で
た
る
よ
し
飽
似
せ
り
。
叉
此
の
倫

来
往
還
は
、
地
質
煎
町
端
よ
り
道
程
凶
旦
怠
る
が
、
鶴
来
よ
り
金
潮
時

へ
運
送
す
る
茨
・雑
穀
或
は
杉
板
危
ど
を
荷
ひ
運
べ
る
革
、
四
季
絶

ゆ
る
事
な
く
・
時
H
K
金
部
へ
の
嬰
路
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

O
鶴
来
往
還
遁
作
傷
話

山
本
法
府
の
微
妙
公
夜
穏
鍬
に
云
ふ
。
制
派
よ
り
金
海
ま
で
の
間
道

作
り
候
ゃ
う
被
i

一
仰
出
一
奉
行
は
人
持
組
掘
削
門
左
衛
門
と
山
本
mm兵
衛

へ
被
=
仰
付
-
た
り
。
伺
申
儀
有
v
之
言
上
舟
首
相
翻
へ

、
興
左
衛
門
並
孤

兵
術
連
判
し
、
悲
し
御
等
之
俄
も
可
ν
有
ν
之
哉
と
mm兵
衛
持
参
し
、
小

松
へ
龍
越
指
上
け
る
底
・
則
御
前
へ
被
主
召
出
一
色
々
御
噂
之
俄
共
有
ν

之
、
さ
て
道
普
時
相
場
へ
徒
出
候
様
子
御
帯
あ
り
。
柏
市
都
へ
託
宣
間
は

出
司
た
る
捌
輿
左
衛
門
の
相
役
陀
命
ぜ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
、
柚
間
引
同
友
ど
の
訴

を
ば
利
常
卿
の
仰
せ
ら
れ
し
も
の
也
。

大
七




